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1. 各部品の名称 

 

 

 
                                    

                                    

クレバーⅢ本体    渡りハーネス     電源アダプター  反射センサー（オプション） 

                         

2. 全体接続 

 

電源渡り線 

        反射センサー                                                       

                                不正出力線  

                                  （ＳＭＲ） 

       本体    

                               

                                 電源渡り線 

    

   

3. 島内配線方法 

 

略図  
   押しボタン 1              押しボタン 2       

                             
                                        
            不正出力線ＳＭＲ               不正出力線ＳＭＲ 
   次台へ       本体接続線                 本体接続線           AC アダプター 
                 コネクター接続             コネクター接続     
                                                
  
                  
                                           コンセント 
                                              ＡＣ１００Ｖ         

 
 

      スロット台 1          スロット台 2  

           

①ＡＣアダプターのコンセントを島端のＡＣ１００Ｖへ差し込みます。 

②ＡＣアダプターのコネクターと渡りハーネスの電源入力線を接続します。 

③不正出力線をナンバーランプ等の表示器の不正入力線と接続します。 

   不正出力線のコネクターはＳＭＲとなっております。 

   接続機器とあわない場合は別途変換ハーネスが必要です。 

   接続にあたって特に極性はありません。 

④本体接続線を遊技台内部へ挿入します。 

⑤次台の渡りハーネス電源入力線と電源出力線を接続します。 

⑥ＡＣアダプター１台に付き２５台迄接続可能です。  

⑦遊技台内部への取り付け方法は付録の項を参照して下さい 

 



4. ディップＳＷの設定 

      クレバーⅢ本体にはディップＳＷが実装されています。 

 

                   左端が 1番   下向きがＯＦＦ 

                   右端が 8番   上向きがＯＮ  です 

                                              

   各スイッチの機能は下記の通りです 

      ＮＯ 機能               ＯＦＦ  ＯＮ   

       1 電流センサー感度          弱   強    

       2 未使用             ＯＦＦ固定     

       3 反射センサー感度          弱   強     

4  ２点監視連続判定基準値       弱   強     

5 ２点監視累計判定基準値       なし  あり    

6 ２点監視時テストモード      しない  する   

7 監視方式選択          １点監視 ２点監視 

8  未使用                          ＯＦＦ固定     

 

      操作方法 ･･･ 精密ドライバーか小さ目のマイナスドライバー等 

              でスライドさせて下さい。 

      

 

 

5．ＬＥＤ・感度ボリューム・反射センサー接続端子 

 

   クレバーⅢ本体の背面（ディップＳＷのない面） 

 

                         電流センサー感度ボリューム 

                 

        反射センサー接続端子  

  

 

ＬＥＤ青  ･･･ クランプセンサー反応時に点灯 

    ＬＥＤ緑 ･･･  反射センサー反応時に点灯 

    ＬＥＤ赤 ･･･  不正出力時に点灯 

 

         ボリュームの操作           反射センサーの接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

       精密ドライバー等で操作します    ２点監視用の反射センサーは写真の 

     通常は真ん中で調整されています   ようにできるだけハーネスの根元を 

左･･･感度ＵＰ 右･･･感度下げる   持って差し込みます。 

 



６．遊技台への取付概要 

    

   クランプセンサーには遊技台のクレジット信号線を嵌め込みます。 

   反射センサーは投入されたコインを読み取る為、取付可能な通過経路に固定します。 

 

   １点監視の場合  ディップＳＷの７番は必ずＯＦＦで使用します。 

            クランプセンサーは必ず所定の線２本に嵌め込みます。 

            嵌めこんだ後はしっかりツメを閉めて下さい。 

 

                                  

 

                                   

 

   ２点監視の場合  ディップＳＷの７番は必ずＯＮで使用します。 

            クランプセンサーは必ず所定の線１本に嵌め込みます。 

            嵌めこんだ後はしっかりツメを閉めて下さい。 

             

 

 

 

 

 

                        

反射センサーは通常、ノズルの先端付近へ 

取付けます左写真赤線のコイン中央よりや

や上下位置になるように調整して下さい。 

 

                                                 

                         

                         

 

反射センサー先端の受発光部先端の黒い部品が隠れない程度に調整して貼り付けて下さい。 

         本体のＬＥＤ緑の点灯で位置の確認を行なって下さい。 

                                                 

7．テスト方法 

 

 ①ＬＥＤ目視によるテスト 

 

    遊技台にコインを投入しながら本体のＬＥＤの点灯状態で目視確認します。 

 

電流センサー検出時は青のＬＥＤが点灯します。 

       反射センサー反応時は緑のＬＥＤが点灯します。 

 

 

 

 

 

       ＬＥＤが点灯しない場合は取付状態を再度ご確認して下さい。 



 ②テストモード･･･不正出力の点検はテストモードで行ないます 

 

  １点監視 ･･･ 電源投入時に無条件で７秒間テストモードとなります。 

         テストモード中はＬＥＤ緑が点滅します。 

          テストモード中にコインを２枚投入し、正常に計測できればＬＥＤ 

赤が点灯し約３秒不正信号が出力されます。同時にナンバーランプ 

等の周辺機器で不正表示が保持されているか確認して下さい 

 

                                   

                   ←渡りハーネスの挿入で電源投入 

 

                    

            

               ＬＥＤが点滅している間に 

               コインを 2枚投入 

 

  ２点監視 ･･･ ディップＳＷの６番をＯＮにし電源を投入（リセット）します。 

         コインを２枚投入し、クランプセンサーと反射センサーが正常に 

         カウントされるとＬＥＤ赤が点灯し約３秒不正信号が出力されま 

す。ナンバーランプ等の周辺機器で不正表示が保持されて 

いるか確認して下さい。テストモードは何度でも試行できます。 

テスト終了後は必ずディップＳＷを元に戻しリセットします。 

 

※テストモードで発報しない場合 

 

   1）ＬＥＤ赤が点灯したにも拘わらずナンバーランプ等に表示されない場合 

      

渡りハーネスの不正出力とナンバーランプの不正入力の接続を再度確認して 

下さい。問題なければ断線の可能性もあります。 

 

   2）ＬＥＤ赤が点灯しない場合 

 

     クランプセンサーと反射センサーが反応しているか本体のＬＥＤで再度確認し 

て下さい。必要に応じて付録の機種別取付方法を参照し、位置や感度を調整し 

て下さい。また１点監視で使用の場合はクランプセンサーに線が２本嵌込まれ 

れているかも確認して下さい。 

      

８．注意事項 

 

・遊技台や隣接しているサンド等の機器のアースは必ず接地して下さい 

  ・定期的に動作チェックを行って下さい。 

  ・注意事項を確認しても過剰反応が頻発する場合は販売店へご相談下さい。 

  ・全ての手口に対応している訳ではありません。 

・今後の動向や手口の変貌により、バージョンアップ（有償）が必要な場合も有ります。 

・当商品の性能に関しての保障は一切行なっておりません。 

 


